
　主にアジア地域の栄養学を専門とする若手の研究者及
び実践活動に携わるリーダー育成のため，国際ワーク
ショップを日本で開催することになりました。日本だけ
でなくアジア諸国からの参加者と課題や関心を共有し，
リーダーシップに必要な知識とスキルの修得をめざしま
す。関心のある方の積極的な参加をお待ちしています。
英語での討論が必要となりますが，流暢に会話ができな
くても，積極的な参加と将来に向けての関係を築いてい
こうという意欲のある方を歓迎します。

主催：

日本学術会議 IUNS分科会
特定非営利活動法人日本栄養改善学会
社団法人日本栄養・食糧学会
独立行政法人国立健康・栄養研究所

目的：アジア地域における健康と栄養の向上を目的とし
て，若手研究者等に対するリーダーシップ研修を通じ
て，栄養学研究及びその応用にかかわる人材育成と
ネットワークづくりを図る。

日時：２０１０年９月７日（火）９時３０分
　　　　　～９月９日（木）１９時
会場：独立行政法人国立健康・栄養研究所（東京都新宿
区戸山１－２３－１）及び見学施設

プログラム：下記の３つのトピックについて，講義（関
連の公開シンポジウム参加を含む），グループワーク及
び発表討論，関連施設の見学を行う。

IUNS栄養学のリーダーシップ育成国際ワークショップ
IUNS International Workshop on Capacity and Leadership Development in Nutrition Sciences

のお知らせ（第二報）

Group workField tripObjectivesTopic

（１）学校給食現場の視察に向けた概説
（２）外国人と日本人の参加者がペアに
なり，今回のワークショップの経験
から今後，自国でどのような取り組
みをするのが望ましいかを討論

学校給食の現場
（小学校における
給食施設の見学，
教室での試食）

・各国の栄養教育手法，特に学校給食
制度を理解する。
・日本の学校給食制度の歴史を理解す
る。日本の学校における栄養教育手
法（衛生管理を含む）を理解する。
・日本の「食育」の法的制度：キープ
レーヤーとしての管理栄養士・栄養
士の役割を理解する。

“Shokuiku” at 
national level: 
a focus on School 
Meal Program 
and its related 
policies

（１）コミュニティのアセスメントに関
して，国際的に用いられている視点
等の情報交換

（２）コミュニティのアセスメントに重
要な視点についての意見交換

（３）（１），（２）と Field tripの整理
（４）アセスメントに重要な視点のフ
レームワークを作成

（５）（４）のフレームを活用し，参加者
の地域のアセスメントのための調査
計画書を作成

市町村を訪問し，
保健センター等
で地域診断の状
況について視察

・コミュニティにおける栄養改善活動
のアセスメント，モニタリング，評
価を行うためのフレームワークを提
案することを目的とする。
・特に，アセスメントに注目し，参加
者のこれまでの経験の中でアセスメ
ントに取り入れた視点を出し合い，
整理し，フレームを作成する。
・その結果，世界共通，地域別，国，
コミュニティレベル等での重要な視
点について検討を行う。

Nutrition and 
Community 
Empowerment

（１）各国の機能性食品研究・開発・制
度の現状とその制度の背景を紹介し，
意見交換

（日本の特定保健用食品の制度も紹介）
（２）機能性食品の安全性について議論
（３）機能性成分の種類・構造と作用機
序の概説

食品企業の工場
及び食品技術開
発センターの概
要紹介と見学

・機能性食品の概要を理解し，機能性
食品に求められるもの（機能の種類，
安全性など）について考える。
・日本の特定保健用食品制度や各国に
おける食品の表示制度の概要を理解
し，その意義，課題について考える。
・機能性成分の構造と作用機序などの
科学的側面を理解する。

Functional Food



スケジュール（予定）

September ９ (Thurs)September ８ (Wed)September ７ (Tue)Time

LECTURE (Community Empow�
erment)
８:００–８:３０

LECTURE (Functional food)
８:００–８:３０

a.m.

GROUP WORK(４) ８:３０–１５:３０

Including lunch & introduction of 
NIHN(２)

GROUP WORK(２)
８:３０–１０:３０Opening/Orientation ９:３０–１０:００

Keynote Lecture  １０:００–１０:４５

Field Trip(２): elementary school 
(near from NIHN, two schools)
１０:４５–１３:１５
Including lunch

Coffee break １０:４５–１１:１５

GROUP WORK(１) １１:１５–１２:００

Lunch break１２:００–１３:００

１３:００–１８:００
Field Trip(1): (divided to two sub 
groups)
i)  Community Programs
ii) Functional Food

p.m.

Introduction of NIHN (１)
１３:１５–１３:４５

１４:００–１７:３０
The ４th Asian Network Sympo�
sium on Nutrition (NIHN)

Coffee break  １５:３０–１６:００

GROUP PRESENTATION 
１６:００–１８:００

１８:００–１９:００
Farewell party and closing

１８:００– (up to ２０:００)
GROUP WORK (３)

１８:００– (up to ２０:００)
Group work or Dinner

night

# NIHN: National Institute of Health and Nutrition 

日本側コーディネータ，講師： 清水誠（東京大学），山
本茂（お茶の水女子大学），徳留信寛（国立健康・栄養
研究所），吉池信男（青森県立保健大学），村山伸子
（新潟医療福祉大学），石川みどり（名寄市立大学），田
中清（京都女子大学），熊谷日登美，赤尾真（日本大
学），西信雄（国立健康・栄養研究所）他，調整中
海外からの講師：“The ４th Asian Network Symposium 
on Nutrition”（※）のゲストスピーカー他，調整中
※詳細は，国立健康・栄養研究所のホームページ
（http://www.nih.go.jp/eiken/）を参照のこと。

参加者の募集人数及び条件：日本国内２０名程度， 
国外（東・東南アジアを中心に）１０～１５名程度

※国内からの参加者は，日本栄養改善学会もしくは日
本栄養・食糧学会の会員であること。また，英語で
の討論が可能な者。３日間の全てのプログラムに参
加可能な者。

参加費用：参加費用は無料。ただし，参加に伴う旅費・
宿泊費・食費は自弁ないしは実費負担を原則とする。
参加申し込み方法：２０１０年４月２６日より参加申し込みを
開始予定。詳細については，日本栄養改善学会のホー
ムページ（http://www.jade.dti.ne.jp/~kaizen）を参照
のこと。

注）IUNS: International Union of Nutritional Sciences，国際

栄養科学連合


